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ロープを使い逃げ遅れた人を救出

大規模建物火災を想定

10年こ;

月

7VQ.466
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防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
お
お
る
リ
）
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
傷
者
の
救
出
救
助
訓
練

　住まいや家財ばかりか、時には人命までも奪ってしま

う火災。火事を出さない日ごろの心配りとともに、万一

の場合の備えと心構えも必要です。

　２月21日、町消防団と石橋地区消防組合が一体となり、

大規模建物火災を想定した消防演習が稲葉小学校で行わ

れ、児童の避難誘導や初期消火訓練、県消防防災ヘリコ

プター（おおるり）などによる逃げ遅れ者の救出救助訓

練など、火災時に対する防ぎょ体制・防ぎょ技術の習得

が図られました。

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月巧日発行　干321-0292栃木県下都賀郡壬生町通町抱番22号　�0282-82ﾊﾞ234
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★広域利用対象施設
　《.平素冥市y

宇都宮市体育館、宇都宮市雀宮体育館、宇都宮市明俣野

体育館、宇都宮市屋根運動場、清原中央公園、宮原運動

公園、前生運動公園、宇都宮市弓道場、鬼怒川緑地運動

公園、石井緑地、柳田緑地、道場宿緑地、清原宿公園、

宇都宮市サッカー場、水上公園プール、宇都宮市陽南プ

ール、宇都宮駅束公園プール、宇都宮市スケートセンタ

ー、宇都宮市サイクリングターミナル、宇都宮市喜佐見

キャンプ場、宇都宮市冒険活動センター

　4……鹿;召市1!l･ij

鹿沼運動公園、鹿沼市体育館、御殿山公園、鹿沼市野外

活動研修施設、千手山公園、台の原公園、流通センター

公園、鹿沼さっきいこいの広場

　ぐ仝一南出73

今市運動公園、丸山公園、丸山公嵐|プール、豊岡運動公

|東|

　■■■■㎜■㎜㎜■■　（珊.倣不丿
真岡市総合体育館、真岡市武道体育館、真岡市附属体育

館、真岡市弓道場、真岡市スケートセンター、真岡市東

運動場、真岡市北運動場、真岡市鬼怒自然公園、真岡市

勝瓜公園、真岡市三ツ谷公園、真岡市市民公園、真岡市

大谷台公園、真岡市松山公園、真岡市相撲場、真岡市根

本山自然観察センター

　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　一一　　㎜････■■㎜･･■

　・---上三川勤労者体育センター、蓼沼緑地公園、富士山公園、

富士山公園テニスコート、桃畑緑地公園、上三川町武道
館、上三川町弓道場、ゆうき公園

　=:;.南河内町ﾝ

南河内勤労者体育センター、別処山公園、祇園原公園テ
ニスコート、南河内町ふれあい館

　４上河内日Ｄ
上河内体育館、上河内町民運動場、上河内町北運動広場、

上河内町南運動広場、上河内テニスコート、上河内町高
間木キャンプ場

　Ｕ可大剛づ
河内町総合体育館

　式･西方町･S

西方町運動公園、西方町北グランド

　{葵野田ｎ

粟野勤労者体育センター、粟野町Ｂ＆Ｇ海洋センター

　■■■㎜㎜■㎜■㎜■=■㎜･　・　　･--J』･･　･･.:..-一己ﾖ!4』.･.･

二宮町運動公園ごニ宵東部運動広場、二宮勤労者体育セ

ンター

　≪芳昏可!7f･.

芳賀町総合運動公園、芳賀町ひばりが丘公園、芳賀町か

しの森公園、芳賀町水橋運動場、芳賀町けやき台公園、

芳賀町与能テニスコート、芳賀町体育館、Ｂ＆Ｇ芳賀海

洋センター、芳賀町少年自然の家

　ぐ石締吊乃

大松山運動公園、石橋町武道館、姿川アメニティパーク、

石橋町勤労者体育センター

　･･-･･』･-･････････　ぐ._'j･_S'……はjj'

氏家町体育館、鬼怒川運動公園、氏家町総合公園

　･jj:町､朽IS､限E_113

高根沢町農業者トレーニングセンター、高根沢町武道館、

町民広場、石末運動場、情報の森テニスコート、高根沢

町多目的運動広場

　ドジ叱田‾り

壬生町黒川の里ふれあいプール、壬生町総合運動場、壬

生町総合公園
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あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
（
社
）
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
助
け
合
い
な
が

ら
伸
良
く
共
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
参
加
し
、
そ
こ
に

喜
び
や
生
き
が
い
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
地
域
の
高
齢
者
が
集

ま
っ
て
組
織
し
、
自
主
的
に
運
営
す
る
団
体
で
す
。

　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
1
0
年
度
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
地
域
の
高
齢
者
が
集

ま
っ
て
つ
く
っ
た
自
主
的
な
団
体
で
す
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セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

会
員
の
自
主
性
や
自
発
性
が
尊
重
さ
れ
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で
、
セ
ン
タ
ー
で
扱
う
「
仕
事
」
で
働

こ
う
と
す
る
意
欲
と
能
力
が
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
入
会
申
し
込
み
書
と
会
費
１
、
５

０
０
円
を
添
え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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ま
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。
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ン
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し
て
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し
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約
１
３
０
人
の
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員
が
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成
８
年
４

月
か
ら
平
成
９
年
３
月
の
１
年
間
で
約

５
千
ヵ
円
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
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定
年
は
人
生
の
大
き
な
転
機

◇
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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あ
な
た
は
こ
れ
か
ら
の
年
月
、
余
生
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
長
い
年
月
（
6
0

　
歳
の
平
均
余
命
・
男
性
2
0
年
・
女
性
2
5
年
）
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
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◇
シ
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ー
人
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で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
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定
年
を
迎
え
ら
れ
た
あ
な
た
は
ど
の
道
を
選
び
ま
す
か
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
３
の
道
を
選
ば
れ
た
方
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
で
す
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い
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え
る

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
・
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
主
催
の
「
第
1
0
回
女
と
男

と
の
つ
ど
い
」
が
２
月
1
4
日
、
壬
生
中

央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
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1
0
回
目
を
迎
え
、
名
称
を
「
女
性
の

つ
ど
い
」
か
ら
「
女
と
男
と
の
つ
ど
い
」

に
改
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た
今
年
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、
「
車
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見
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そ
う
　
事
故
の
な
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明
る
い
町
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
約
２
０
０
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
村
幸
夫
さ
ん

　
レ
ク
リ
工

　
栃
木
県
警
交
通
部
の
横
塚
勇
警
部
補

を
招
い
て
の
「
真
の
安
全
」
と
題
し
か

基
調
講
演
で
は
、
白
バ
イ
隊
の
運
転
指

導
者
の
経
歴
を
持
ち
、
現
在
は
講
習
な

ど
で
安
全
運
転
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

横
塚
氏
が
、
参
加
者
を
演
壇
一
の
前
に
呼

ん
で
実
践
講
習
を
行
う
な
ど
、
楽
し
く

分
か
り
や
す
い
講
演
で
、
参
加
者
に
安

全
運
転
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
、
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
　
　
南
）
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
功

で
行
わ
れ
た
栃
木
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
　
　
労
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ン
協
会
設
す
3
0
周
年
記
念
式
典
の
席
　
　
　
石
村
さ
ん
は
、
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

上
、
壬
生
町
体
育
協
会
レ
ク
リ
エ
ー
ー
シ
　
　
ン
大
会
、
児
童
文
化
教
室
や
お
年
寄
り

ョ
ン
部
の
石
村
幸
夫
さ
ん
（
至
宝
町
　
　
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導
に

1
6
年
間
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
ほ

か
、
県
立
自
然
の
家
な
ど
で
も

長
年
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
行
う

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し

て
行
き
た
い
」
と
、
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ

ブ
会
長
の
人
見
イ
ハ
さ
ん
に
よ
る
発
表

が
行
わ
れ
、
安
全
運
転
競
技
犬
合
へ
の

出
場
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
同

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

一事業主の皆さんヘー

　　平成９年４月から、週４０時間労働制が全面的にスタートしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木労働基準局

- 一 一

　
　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
十
二

　
　
　
　
　
壬
生
の
勤
皇
派
た
ち

壬
生
藩
士
、
勤
皇
派
の
り
Ｉ
ダ
ー

壬
生
落
人
参
事

　
大
島
　
金
七
郎
（
お
お
し
ま
き
ん
し
ち
ろ
う
）

　
　
　
　
１
８
２
４
年
（
文
政
７
年
）
～
　
？
・

　
金
七
郎
は
、
禄
高
１
５
０
石
の
用
人

の
室
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
金
七
郎
、

角
田
娶
、
松
本
暢
、
増
田
知
を
り
Ｉ
ダ

ー
と
す
る
壬
生
藩
の
尊
皇
攘
夷
派
1
0
数

名
は
、
藩
政
改
革
を
一
挙
に
断
行
す
る

た
め
、
鳥
居
室
一
門
の
江
戸
家
老
鳥
居

志
摩
（
鳥
居
詫
の
父
）
を
葬
ろ
う
と
江

戸
に
赴
き
、
彼
ら
を
捕
ら
え
て
壬
生
へ

護
送
し
ま
し
た
。
志
摩
は
そ
の
後
、
切

腹
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
門
閥
勢
力
の
排

除
に
功
の
あ
っ
た
全
七
郎
は
そ
の
後
、

目
付
、
用
人
役
、
年
寄
役
と
昇
進
し
ま

し
た
。

　
１
８
６
４
年
（
元
治
元
年
）
天
狗
党

に
資
金
を
提
供
し
た
と
の
理
由
で
御
役

御
免
と
な
り
、
角
田
、
松
本
、
増
田
と

と
も
に
揚
屋
入
り
を
命
ぜ
ら
れ
、
死
罪

と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
首
藤
生
息
挙
の

室
誠
心
院
の
命
乞
い
に
よ
っ
て
死
罪
を

免
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
８
６
８
年

所
論
元
年
）
　
の
政
局
の
急
変
に
よ
り
、

失
脚
し
て
い
た
金
七
郎
は
再
び
用
人
役

に
復
帰
、
奥
州
白
川
表
出
兵
組
頭
、
勘

定
奉
行
、
執
政
と
要
職
を
経
て
、
１
８

７
０
年
（
明
治
３
年
）
1
0
月
2
0
日
、
壬

生
藩
の
犬
参
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
壬
生
藩
士
、
勤
皇
派
の
り
Ｉ
ダ
ー

　
　
　
角
田
　
要
（
つ
の
だ
か
な
め
）

　
　
　
　
　
１
８
３
４
年
（
天
保
５
年
）
～
　
？
・

　
禄
高
１
２
０
石
の
大
手
番
士
の
家
に
　
党
に
資
金
を
提
供
し
た
と
し
て
死
罪
に

生
ま
れ
、
中
小
姓
、
目
付
、
物
頭
、
年
　
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
免
れ
ま
し
た
。

寄
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
し
か
し
、
１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）

　
要
は
大
烏
金
七
郎
ら
尊
王
攘
夷
派
の
　
の
政
局
の
急
変
に
よ
り
、
要
も
藩
の
用

1
0
数
名
と
、
藩
政
改
革
を
断
行
し
ま
し
　
入
校
、
車
監
、
さ
ら
に
大
属
と
、
そ
の

た
。
１
８
６
４
年
（
元
治
元
年
）
天
狗
　
立
場
も
浮
上
し
ま
し
た
。

４



▽
Ｌ
ｔ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｌ
ご
ン
ク
ー
ル

匹
懸
特
討
祀
優
秀
賞
を
受
賞

　
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
主
催
の
「
平
成
９

年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ー
ル
・
花
い
っ
ぱ

い
部
門
」
に
お
い
て
、
安
塚
三
老
会
第
二
（
山
中
一
男

会
長
）
と
車
塚
自
治
会
寿
会
（
大
粟
宗
二
会
長
）
の
行

っ
て
い
る
草
花
の
植
栽
・
管
理
な
ど
の
道
路
愛
護
活
動

さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
安
塚
三
老
会
第
二

町
道
２
－
１
３
３
号
線
沿
い
４
０
０
ｍ
の
区
間

に
百
日
草
・
ひ
ま
わ
り
・
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
。

刈
り
込
み
や
除
草
作
業
を
行
う
。

◇
車
塚
自
治
会
寿
会

野
道
３
号
線
・
３
－
１
５
１
号
線
沿
い
延
べ
５

０
０
ｍ
に
わ
た
り
菊
花
な
ど
の
花
本
の
植
栽
・

除
草
管
理
を
行
う
。

　
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て
確
定

申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
這
四
部
を
多
く

　
　
　
申
告
し
て
い
た
と
き
》

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て

正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）

　
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら
１
年
以
内
で
す
か
ら
、
平

成
９
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成
Ｈ
年

３
月
1
6
日
ま
で
、
平
成
９
年
分
の
個
人

の
方
の
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

平
成
Ｈ
年
３
月
割
］
目
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
《
税
額
を
少
な
く

　
　
　
申
告
し
て
い
た
と
き
》

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」
を
し

ｄ - ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い

（
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）

　
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正
を

受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申

告
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
気
付
い

た
と
き
は
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る

こ
と
と
な
っ
た
本
税
額
は
、
修
正
申
告

書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
納
め
る
本
税
額
に
は
、
納
期
限
の

翌
日
（
例
え
ば
平
成
９
年
分
の
所
得
税

で
す
と
平
成
1
0
年
３
月
1
7
且
か
ら
納

付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

i
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　壬生町・壬生町教育委員会主催の「人権の集い」

が２月12日､壬生中央公民館中ホールで聞かれました。

　町内の小・中学校の児童・生徒から募集した人権

啓発の作文・ポスター・標語の入賞者の表彰に続い

て、「人権啓発作文」の最優秀作品、権名真人くん

（藤井小学校１年）の「ぼくのきもち」と、山城慶

子さん（南犬飼中学校３年）の［体験を通して］の

２作品が朗読発表されました。

　続いて、宇都宮大学の橘川真彦助教授による「人

権感覚を磨く」と題した講演が行われ、各種統計資

料や意識調査などの結果を交えた講演がなされました。

本
税
と
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的

に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、
加
算

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
延
滞
税
は
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
確
定
申
告
を

　
　
　
　
忘
れ
て
い
た
と
き
》

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

（
用
紙
は
、
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）

け
た
り
す
る
と
、
本
来
の
税
額
の
ほ
か

納
付
す
べ
き
税
額
の
1
5
％
の
無
申
告
加

算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の

税
額
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的

に
期
説
破
申
告
を
し
た
と
き
は
加
算
税

は
５
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
修
正
申
告
の
場
合
と
同
様
延

滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

　
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
　
　
本
税
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

「
期
限
後
申
告
」
と
言
い
、
税
務
署
か
　
　
に
な
り
ま
す
。

ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
申
　
　
　
詳
し
く
は
栃
木
税
務
署
（
�
2
2
－
０

告
で
き
ま
す
。
税
務
調
査
を
受
け
た
後
　
　
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受

５



　
四
肢
を
過
ぎ
た
現
在
も
現
役
で
農
業

を
営
ん
で
お
り
、
「
日
中
は
、
お
昼
の

時
以
外
は
畑
に
出
て
い
ま
す
。
」
と
い

う
渡
迫
真
袷
さ
ん
・
ス
ミ
さ
ん
夫
妻
。

　
大
正
1
4
年
生
ま
れ
の
真
椿
さ
ん
は
、

南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

密達者　　ソ

カッフル⑩

中

　泉渡辺

｢風景水彩｣

　南犬飼中学校３年

　　　山　田　仁　美

たかつぐ貴福さん(ワ

スミさん(７ ﾚ市

青
春
ス
ケ

ッ
チ
府

“超”行動派

　　　　　　　　　西高野　出井　智子さん

　今年の２月に日光で開かれたクロスカントリー

スキーの大会に経験なしで出場し、みごと10kmを

完走したという智子さんは、自転車で泊まりがけ

のツーリングにも出かけるという、“超”のつく

行動派です。

　アジアが好きで、旅行では香港やシンガポール

に行きました。現在、タイの人と文通をしていて、

いつか実際に会ってみたいと思っているそうです。

｢風景水彩｣

　南犬飼中学校３年

　　　山　城　慶　子

覗
◎
⑩
岳

６



旧
制
下
野
中
学
校
（
現
在
の
作
新
学
院
）

に
入
学
し
ま
し
た
。
戦
時
中
は
、
学
徒

動
員
を
経
て
軍
に
入
隊
し
ま
し
た
が
半

年
ほ
ど
で
終
戦
と
な
り
、
戦
後
は
農
業

を
始
め
ま
し
た
。

　
昭
和
２
年
に
生
ま
れ
た
ス
ミ
さ
ん
は
、

稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実

家
の
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
入
が
結
婚
し
た
の
は
昭
和
2
4
年

で
、
以
来
、
二
人
で
農
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
現
住
、
出
荷
用
の
作
物
と
し
て
は
米

と
薬
草
（
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
、
ト
ウ
キ
）

を
栽
培
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
育
て

て
い
る
野
菜
は
、
自
分
た
ち
で
食
べ
た

り
、
近
所
に
お
裾
分
け
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
社
会
情
勢
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
貴

槙
さ
ん
は
、
近
く
で
講
演
会
な
ど
が
あ

る
と
き
に
は
よ
く
聞
き
に
出
か
け
る
ほ

か
、
テ
レ
ビ
の
政
治
討
論
番
組
が
好
き

で
よ
く
見
て
い
ま
す
。

　
ス
ミ
さ
ん
の
趣
味
は
各
地
を
旅
行
す

る
こ
と
で
、
最
近
は
友
人
だ
ち
と
、
鬼

怒
川
な
ど
県
内
の
温
泉
に
行
く
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。

　
現
在
二
人
で
暮
ら
し
て
い
る
ご
夫
妻

は
、
日
曜
日
に
お
孫
さ
ん
が
遊
び
に
来

る
の
を
、
と
て
も
楽
し
み
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
剣
の
心
で
小
さ
な
善
行

昨
年
の
Ｈ
月
2
3
日
、
栃
木
県
体
育
館
で
行
わ
れ
　
い
た
、
煙
太
少
年
剣
道
教
室
の
檎
杢
宗
仁
君
と

た
県
体
育
協
会
主
催
の
剣
道
大
会
に
お
い
て
、
会

場
内
に
散
乱
し
て
い
た
履
物
を
進
ん
で
整
頓
し
て

楡
木
炭
仁
君
（
右
）
と
阿
久
津
力
君
（
左
）

阿
久
津
　
力
君
の
二
名
が
、
県
剣
道
連
盟
会
長
か

ら
「
履
物
を
そ
ろ
え
る
と
い
う
小
さ
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
礼
儀
、
躾
、
作
法
な
ど
を
正
し
く
学
ん

で
い
る
剣
士
と
し
て
立
派
で
あ
る
」
と
の
賛
辞
を

受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
善
行
に
対
す
る
表
形
状
が
、
壬

生
町
少
年
剣
道
教
室
の
三
上
義
市
師
範
よ
り
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
二
人
は
、
「
普
段
か
ら
剣
道
で
教
わ
っ
た
こ
と

を
し
た
だ
け
で
す
。
心
身
を
鍛
え
る
剣
道
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
、
話
し
て
い
ま

し
た
。

チピッ子アルバム

総
合
運
動
場
の
清
掃
を
行
う
生
徒
た
ち

たくむ

拓夢ちゃん(5ｹ刑

　(写真左より)

わかな5ヽな　　　　ぎき
菜ちゃん(2劃oｹ月)･咲紀ちゃん(5歳)･若

　　（父）犬島　孝一さん　　．._＿..

　　（母）々　光枝さん　（女坂二）

お母さんから一言

　いつも元気で明るく素直な子になってね．

　南犬飼中学校（宗像景満校長）では、２月４日に

立志式を迎えた２年生と保護者約230名が式の後、

町内の公共施設や公園の清掃などの奉仕活動を行い

ました。

　この奉仕活動は、大人になった自覚と自己の特性

を生かした社会への貢献として行われ、班別に分か

れた生徒たちは、福祉施設では車いすを磨いたり、

幼稚園・保育園では子どもだちといっしょに遊んだ

りして交流を深めました。また、公園ではベンチの

ペンキ塗りをするなど、場所ごとにさまざまな活動

を展開しました。

「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを添えて

　町総務部企圓財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。
７



町
民
剣
道
大
会

　
第
1
2
回
町
民
剣
道
大
会
が
２
月
2
2
日

総
合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
少
年
・
少
女
剣

士
な
ど
１
０
５
名
が
参
加
、
寒
さ
を
も

の
と
も
せ
ず
、
個
人
戦
６
部
門
に
分
か

れ
て
、
日
ご
ろ
の
鍛
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
・
、
敬
称
賂
）

言
小
学
１
～
２
年
の
部

優
　
勝
　
豊
田

準
優
勝
　
菊
池

敦
史
宝
生
剣
戟
）

美
咲
二
壬
生
剣
戟
）

三
　
位
　
増
田
　
修
哉
（
壬
生
剣
戟
）

　
ク
　
　
朝
日
　
康
介
且
修
会
則
）

⊃
小
学
３
～
４
年
の
部

優
勝
高
久
裕
紀
宝
生
剣
戟
）

準
優
勝
　
豊
田
　
嗇
］
嗣
宝
生
剣
戟
）

三
　
位
　
白
石
加
奈
子
（
壬
生
剣
戟
）

　
ク
　
　
甫
坂
　
徹
　
宝
生
剣
啓

二
小
学
５
～
ら
年
の
剖

優
　
勝
高
田
　
悛
幸
宝
生
剣
戟
）

準
優
勝
　
鈴
氷
期
大
学
生
剣
啓

一

一

町カルタとり大会

犬右京寸ず･･…は　／
位
　
瀬
川

　
　
細
井

智
広
（
お
も
ち
や
剣
戟
）

平
造
（
壬
生
剣
戟
）

回
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
浅
利
圭
介
（
南
犬
飼
中
）

準
優
勝
　
中
村
佑
一
郎
（
南
犬
飼
中
）

三
　
位
　
金
田
　
孝
一
　
宝
生
中
）

　
々
　
　
白
石
拓
治
宝
生
中
）

仁
言
言
二
吉
士
の
部

優
　
勝
　
刑
場
　
章
手
足
犬
飼
市

準
優
勝
　
山
口
　
梨
沙
（
壬
生
中
）

三
　
位
　
小
黒
　
絵
里
宝
生
中
）

　
ク
　
　
粂
川
　
朋
代
言
大
月
市

⊃
「
丹
つ
召

使
　
勝
　
木
野
内
正
美

準
優
勝
　
木
野
内
孝
二

三
　
位
　
神
島
　
広
輔

　
ク
　
　
木
村
　
省
一

　壬生町教育委員会・壬生町子供会育

成会連絡協議会主催（村上祥子会長）

の第10回壬生町カルタとり大会が、町

内の小学生77名が参加して２月８日、

壬生中央公民館で開かれました。　＼

　大会は、参加者を低・中・高学年の

３部門に分けて個人戦が行われ、下野、

大棒カルタなどに子どもたちは、目と

耳を使い挑んでいました。

競技結果（敬称略）

○低学年（１～２年）の部

　優　勝　富樫小百合（壬生小２年卜

　準優勝　甫坂　薫子（壬生小､２年）∠

　三　位　粕尾　友紀（壬生小２年）

○中学年（３～４年）の部

　優　勝　戸崎麻薬美（壬生小４年）

　準優勝　蓮沼　寿成（壬生北小４年）

　三　位　篠崎　南美（睦小４年）

（５～６年）の部

戸崎　里美（壬生小６年）

渡辺　直人（壬生小５年）

一一一一一一一一-一一-一一一一
- 一 一一一一一一一一一一一

　(壬生･小61年)･

一一一一一一一一

中村　元美

○高学年

　優　勝

犬準優勝
　三　位

一一一一-
一 一 一 一 -一 一 一 一

開
店
し
た
予
・
‐
パ
ー
の
前
で
日

用
品
を
配
っ
て
い
た
の
で
、
立

ち
寄
っ
た
ら
日
用
雑
貨
品
が
無
料
で
配

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
磁
気
布
団
の
説
明
か
あ

り
、
「
4
0
万
円
の
物
を
特
別
に
2
9
万
円

で
皆
さ
ん
に
販
売
し
ま
す
。
こ
の
布
団

は
血
の
巡
り
が
良
く
な
り
、
身
体
に
大

変
良
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
つ
い
つ
い

購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｉ
カ
月
使

用
し
ま
し
た
が
、
効
果
が
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
だ
ま
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
何
と

か
な
り
ま
せ
ん
か
。
（
7
3
歳
・
主
婦
）

こ
の
事
例
の
商
法
は
催
眠
（
Ｓ

Ｆ
）
商
法
と
言
わ
れ
、
被
害
者

の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す
。
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
を
信
用
し
て
、
ま
た
、
日
用

　
　
　
｀
’
）

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

品
な
ど
が
無
料
で
も
ら
え
た
り
、
近
所

の
友
人
だ
ち
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
さ

ら
に
、
集
団
的
な
心
理
状
態
が
働
い
て

契
約
を
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
こ
の
場
合
は
Ｉ
カ
月
も
使
用
し
て
い

る
の
で
残
念
な
が
ら
特
別
の
保
護
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｆ
商
法
は
陳
列
さ
れ
た
商
品
を
自

由
に
選
べ
る
通
常
の
店
舗
販
売
と
異
な

り
、
商
品
の
販
売
を
隠
し
て
誘
う
こ
と

な
と
が
ら
訪
問
販
売
の
適
用
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
８
目
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。

　
契
約
は
冷
静
な
判
断
の
も
と
に
慎
重

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

８



三
遍
亭
小
道
三
さ
ん
を
迎
え

　
　
　
　
　
健
康
講
演
会

　
壬
生
町
・
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
主

催
の
健
康
講
演
会
が
、
２
月
６
日
に
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

叉
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
）

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会

場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
た
ち
は
、
日

牛
ア
レ
ビ
系
列
の
人
気
番
組
『
失
点
』

で
お
な
じ
み
の
落
語
家
、
三
道
亭
小
道

三
さ
ん
の
「
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る

私
の
楽
し
み
方
」
と
題
し
か
講
演
に
耳

を
か
た
む
け
ま
し
た
。

　
小
遣
三
さ
ん
は
、
自
ら
の
修
行
時
代

の
話
や
、
『
失
点
』
の
メ
ン
バ
ー
の
食

や
健
康
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
次
々

と
披
露
し
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

壬
生
町
綱
引
き
大
会

力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
う

　
第
目
凹
千
生
町
綱
引
き
大
会
が
、
２

月
1
5
目
に
町
総
合
運
動
場
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
自
治
会
な
ど
か
ら
男
子
８
チ
ー

ム
・
女
子
３
チ
ー
ム
が
参
加
、
外
は
雪

が
降
り
積
も
る
寒
さ
で
し
た
が
、
体
育

館
の
中
で
は
手
に
汗
握
る
力
の
応
酬
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
男
子
決
勝
で
は
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー

ム
「
藤
井
ひ
ょ
う
た
ん
チ
ー
ム
」
と
、

コ
昨
年
に
連
覇
を
達
成
し
た
「
壬
生
下

馬
水
チ
ー
ー
ム
」
が
対
決
し
、
熱
戦
の
結

果
「
藤
井
ひ
ょ
う
た
ん
チ
ー
ム
」
が
昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
、
女
子
の
部
は
「
や

よ
い
チ
ー
ム
」
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

成
　
　
績

《
男
　
子
》

　
優
　
勝
　
藤
井
ひ
ょ
う
た
ん
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
壬
生
下
馬
木
チ
ー
ム

３
　
位

敢
闘
賞

六
美
南
部
第
一
チ
ー
ム

城
内
Ｂ
チ
ー
ム

S●

-

《
女
　
子
》

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
３
　
位

を浴びていました。また、

同じく行われた作品展に

は、陶芸品や絵画、ちぎ

り絵など、趣味を生かし

た50点の力作が展示さ

れ、訪れる人の目を楽し

ませていました。

や
よ
い
チ
ー
ム

せ
せ
ら
ぎ
チ
ー
ム

城
内
チ
ー
ム

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

　八

一-jjj

　
　
　
　
短
　
　
歌

鳥
龍
は
空
っ
ぽ
な
り
き
目
白
を
ば

山
に
放
ち
て
冬
を
や
す
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

さ
が
し
も
の
見
つ
か
ら
ず
し
て
耳
か
き

が
出
れ
ば
し
ば
ら
く
耳
掃
除
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

受
話
器
よ
り
聞
く
母
の
声
八
十
歳
と

お
も
へ
ぬ
ほ
ど
の
張
り
に
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
綾
子

一
年
に
何
度
も
見
え
ぬ
富
士
み
え
て

何
か
よ
い
こ
と
あ
り
そ
う
な
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
千
明

俳
　
　
句

隠
栖
の
軒
の
低
さ
よ
臥
竜
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

話
下
手
蜜
柑
の
皮
を
積
み
卜
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
手

痛
い
の
は
生
の
証
か
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

梅
の
花
切
り
落
さ
れ
し
ま
ま
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

- 一 一

一一
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　　国民年金の保険料が

、

４月から１ヵ月１３

、

３００

　円となります

．

これは

、

年金額の改定に伴い給付と負

　担のバランスを図るため

、

保険料も段階的に引き上げ

　て

、

これからの世代の方々の急激な保険料の負担増を

　防ぎ√将来にわた

っ=て安定した年金制度の運営を図う

でいく宍だめです。ﾌ……………,………………………………

　国民年金に加入し

、

きちんと保険料を納めていれば

老齢基礎年金ばかりでなく

、

万一の場合の障害基礎年

金や遺族基礎年金もあります。

　国民年金保険料は、毎月キチンと納めましょう。

　なお√付加保険料は、これまでどおり月額４００円

ですらj……:……1………ｿﾞﾉ……………ﾚﾀﾞ…………1ｿﾞ…………トゾ………::………:づ…………1……………ぐ………

=･……=.

i ･｡

◎問合せ先……町民生部住民課国民年金係………=ニ

　　　　　　　　　　　　�８２－１２３４内線１１９

ヅパメ類の全渠調査総剔廳カを
　この調査は、日本野鳥の会栃

木県支部発足30周年記念事業の

一環として、県内のツバメ３種

(ツバメ、イワツバメ、ロシア

カツバメ）の生息調査をします、

　調査は、自宅や学校、会社周

辺のツバメ類の巣を探して、発

見したら事務局から送付の記録

用紙に記入する方法です。ヽツバ

メ類の巣は、それぞれの種類で

形に特徴があり、見ただけで種

類を確認することができ、お子

｜

｜

さんでも簡単に調査ができます

　多くの方の参加をお待ちしています。

皿

◇参加方法

　　どなたでも参加可能。事務局にハガキ、ＦＡＸ、

　電話で登録します。ハガキ又はＦＡＸの場合は

　「ツバメ調査希望」と書いて名前、住所、電話番号

　を記入してください。

◇謂　査

　　自宅や学校周辺にあるツバメ類の巣を探して種

　類を調べ、記録用紙に巣がある場所やツバメの種

　類などを記録します。

◇報　　告　記録した調査用紙を支部事務局へ返送

○申込期間　５月31日まで

○調査期間　４月１日から６月30日

○記録用紙の返送期間　７月20日（以前でも随時受付）

○連絡及び問合せ先

　　野鳥の会栃木県支部事務局

　　干320－0038宇都宮市星ケ丘2 － 2 －10－101

　　　　　　　�028－625－4051（9 :00～17 : 00）

　　　　　　FAX028－627－7891（24時間受付）

　
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
ご
承
知
の
よ
う

に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
毒
性
が
強
く
、

そ
の
発
生
・
拡
大
が
不
安
視
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
フ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
生
成
に
大
き
く
関
与
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
・
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
小
規
模
焼
却

炉
（
焼
却
能
力
が
２
０
０
晦
／
時
未
満

で
あ
っ
て
、
且
つ
火
格
子
面
積
が
２
�
　
　
②
焼
却
炉
は
、
煙
突
以
外
か
ら
煙
が
出

未
満
の
も
の
）
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
　
　
　
な
い
も
の
で
、
か
つ
、
燃
焼
に
必
要

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
を
行
わ
な
い
で
　
　
　
な
量
の
空
気
の
通
風
が
行
わ
れ
る
も

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
　
　
③
煙
突
の
先
端
か
ら
火
炎
ま
た
は
黒
煙

類
以
外
の
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
　
　
を
出
さ
な
い
よ
う
焼
却
す
る
こ
と
。

次
の
事
項
に
留
意
の
う
え
、
周
辺
の
　
　
④
焼
却
灰
や
未
燃
物
が
飛
散
し
な
い
よ

環
境
に
配
慮
し
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
　
　
　
う
に
焼
却
す
る
こ
と
。

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
水
分
を
多
く
含
む
物
は
、
燃
焼
温
度

①
焼
却
炉
を
使
用
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
を
低
下
さ
せ
、
く
す
ぶ
り
の
原
因
に

　
も
な
る
こ
と
か
ら
、
燃
焼
し
な
い
こ

○
問
合
せ
先

　
町
民
生
節
保
健
課
環
境
公
害
保

　
　
　
　
　
　
　
雲
8
2
－
１
つ
乙
り
Ｊ
４

　
　
　
　
　
内
線
１
０
８

１
０
（
リ

　まちのうごき

　　　　３月１日現在

総人口40,136人（　21）

　男　19,782人（　24）

　女　20,354人（△３）

世帯数12,738世帯（　15）

　　　（　）内は前月比

ｙ
宦
ニ
Ｔ
ル
、
プ
多
久
誉
ｙ
営
巣
ぽ
‐
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
騰
雄
し
摩
い
で
ぐ
だ
屡

い･

ｙ

金
３
万
３
千
〇
２
５
円
⑩

　
　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様

金
５
千
円
⑦
　
　
　
　
中
川
　
淳
様

金
４
万
２
千
８
３
１
円
⑤

　
　
南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
今
様

寄
付
し
守
護
凛
凛
）

言
数
字
は
寄
付
回
言

にが　　　　●
納大納　　　　国
付変期　　　　民
し込限　　　　年
まみ間－－一会
し合際納４４．、
ょいは期月Ｓ全
うま　｀限分９期
゜す納４ ゛゛月前

　゜付月　分納
　早窓30　前゛゛

　め□日　納　　　－　－

４

月
の
納
税
等
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